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一 般 質 問 通 告 表 

令和４年第２回姶良市議会定例会（７月５日） 

 

６．萩原 哲郎 １．姶良ニュータウ

ン空き家対策につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．総合運動公園 

整備、宿泊施設等に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年の台風で、西姶良西自治会周辺の

住宅等に飛散したがれき等で、被害が 

発生した。今年も台風シーズンが迫って

きている。 

（１）今までに空き家対策の要望を何回

となく自治会・地域住民と行ってきた。

進展しない要因は何か問う。 

（２）今回心配されるのは、屋根上に 

設置してある太陽熱温水器の落下と 

住宅等の倒壊に伴うがれき等の飛散被

害である。市として、台風が来る前に

対策を取るべきと思うが考えを問う。 

 

（１）今年３月に多目的広場が完成し、

全体的バランスの良い運動公園が完成

した。 

色々な競技のウォーミングアップ場

としても利用できると思うが、人工芝

グラウンドと陸上競技場から多目的 

広場へ下る階段の設置はどうなってい

るのか問う。 

（２）来年１０月には、かごしま国体も

開催されるが、西側出入り口の道路 

整備はどうなっているのか問う。 

（３）体育館駐車場前のトイレと陸上 

競技場横のトイレは、和式で手すり等

も完備していない。今後の整備計画を

問う。 

また、市が所有している施設（学校

関係含む）の和式トイレから洋式トイ

レへの改修率を問う。 

（４）姶良市には宿泊施設が不足してい

ると思う。来年１０月には、かごしま

国体も開催され、姶良市もゴルフ・ 

ライフル射撃・バスケット等の開催 
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３．姶良ニュータウ

ン内の整備等につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．新型コロナウイ

ルス感染症対策の

市長発言について 

 

 

 

 

 

 

 

場所にも指定され、多くの来場者も 

見込まれる。 

 現在、市の宿泊施設の件数と収容 

人数を問う。 

（５）合宿キャンプを行うチームは、 

競技施設内か近くの宿泊施設・キャン

プ施設等を好む。総合運動公園内には、

宿泊施設・合宿キャンプ施設等が整っ

ていないが、今後設置の考えはないか

問う。 

 

（１）姶良ニュータウンの沈砂池、以前

はきれいに整備されていたが、近年 

整備が整っていない。自治会環境衛生

部から、沈砂池の雑草の繁茂や土砂の

堆積は、衛生上悪いため除去の要望が

あったと思う。また、豪雨時にたまっ

た雨が、万が一溢れないように、安全・

安心を考慮すれば、繁茂や土砂の堆積

除去も必要性が高いと思うが考えを 

示せ。 

（２）住居表示を今後、順次、取り換え

る方向で準備を進めていくことであっ

たが、その後の進捗状況を問う。 

（３）側溝蓋の隙間は、現在、木材等で

の仮補修のままである。コンクリート

で補修していくとの事であったが、 

その後の進捗状況を問う。 

 

（１）ゴールデンウイーク前の新聞等で、

４月２６日県内新規感染者が過去最多

の９７４人を記録。市でも２６・ 

２８日、障害者施設などでクラスター

（感染者集団）が発生したにもかかわ

らず、市長は、４月２８・５月７日に

市内の飲食店にて、それぞれ市民十数

人と会食していた。 

市は、大型連休期間の新型コロナ 

ウイルス感染症対応として、「大人数の
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会食」を控えるよう、市民に呼び掛け

る市長メッセージを出していたにもか

かわらず、「２９日から５月５日までが

ゴールデンウイークと捉えている。 

その期間の会食は控えた」と説明して

いる。このような説明では市民は納得

できない。言い訳発言としか捉えるし

かありません。いかなる場合でも市民

へのお願いは自らも守るべきである。 

  今後、市民には、ホームページ・ 

インターネット等で謝罪する旨であっ

たが、市民に分かりやすい新聞・市報

等での謝罪は考えていないか。 

 

 

７．堀 広子 １．市長の政治姿勢

について 

 

 

 

 

 

 

 

２．大規模太陽光発

電所建設について 

 

 

 

 

 

 

３．畜産農家への 

支援について 

 

 

 

 

ロシアによるウクライナ侵略を早期に

終わられせるために、「ロシアは国連憲章

を守れ」の世論を広げなければならない。

議会では平成２２年第２回定例会におい

て非核・平和都市宣言を決議している。

その首長として憲法九条を柱にした平和

外交を政府に求めるべきであるが、見解

を問う。 

 

全国で大規模太陽光発電所建設が環境

を破壊し、不安を広げている。メガソー

ラー建設により土砂災害や大規模森林 

伐採が問題になっている。事業者が適切

な設置を行い、住民生活を守るための 

ガイドラインを策定すべきと提案した

が、どのように進展しているか問う。 

 

長期化するコロナ禍のなか、ロシアに

よるウクライナ侵攻により穀物や飼料の

価格が高騰し、畜産農家の経営が厳しく

なっている。支援策を講ずるべきではな

いか。 
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４．水道施設のない

地域の飲料水確保

の手だてについて 

 

 

（１）山・林間部においては、水道施設

のない地域がある。安全・安心の水の

確保にどのような手だてを講じてきた

かを問う。 

（２）実態をどのように把握しているか

（地域と世帯数など）。 

（３）飲料水が枯渇し、他の地域へやむ

なく移転された人も多く、森林の高木

が生い茂り、日陰の多い中で山の水や

飲料水を定期的に運んでの生活を余儀

なくされている。 

命をつなぐ大切な水の確保と暮らし

を守るため手だての支援が必要ではな

いか 

 

 

市 長 

８．湯元 秀誠 １．林業大学の誘致

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年、林業教育機関も減少が続き、 

県内にあった林業を学ぶ高校も伊佐農林

高等学校の農林経営科と森林工学科のみ

でほとんど姿を消した。大学の林学科も

森林科学科などに名称が変わり学ぶ内容

も林業から遠ざかりつつある。 

今、全国的に林業大学が新たに開校し、

農業大学校に林業コースの新設、林業 

アカデミー、林業スクールなどが１年制、

２年制と１コース１０～２０人と少数の

短期コースなどある。 

そこで県林業試験場のある姶良市に 

林業大学の誘致について問う。 

鹿児島県議会、令和３年第４回定例会

での一般質問で熊本、宮崎では既に取り

組まれている「県立の林業大学を開設す

べき」と訴える質問があった。 

姶良市に林業試験場の存在がある 

こと、次世代をリードする担い手確保に

寄与する観点からも県と連携して、誘致

すべきと考えるが見解を問う。 
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２．あいら斎場悠久

の杜の改修工事に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運用開始５年経過の姶良斎場の改修 

工事について以下を問う。 

（１）火葬場の総工費１０億４，５００

万円と大規模の予算を伴って建設され

た火葬場に、タイルの剥離などが起き

ている。幸いに利用者への被害は起き

ていないが、どのような現象が起き、

何回の改修工事を伴う件数があった

か。 

（２）それらの改修では、工事請負者、

設計者、工事管理者などの関与者は 

瑕疵（契約内容不適合）として処置 

されたものか。改修工事の予算措置の

内容を示せ。 

（３）施設の主たる重要な箇所は火葬炉

と考える。通常、タイル貼りには相当

の養生期間を要するが本体工事着手 

 から竣工まで１０か月足らずであり、 

冬季の仕上げ工事であったと記憶す

る。 

相当な高温を発する火葬炉周辺の 

設計は妥当であったのか疑問を抱く。

設計者の見解を伺っているか問う。 

（４）本市では現に着手している市役所

本庁舎新築工事をはじめ、加治木・ 

蒲生複合新庁舎、子ども館、給食セン

ターなど公共施設建設が控えている。 

この斎場の建設後の不具合発生から

見ても、市民の負担が大きく掛かる 

公共施設建設では、建設事業スケジュ

ールからも教訓として問題視すべきで

あるが見解を問う。 
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９．塩入 英明 １．財政健全化につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．高等教育機関の

創設について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）行財政諸資料、令和２年度決算 

状況資料の決算指数等によると、経常

収支比率９６．２％（県内市平均９２．

９％）、実質公債費比率１１．３％ 

（県内市平均６．３％）、将来負担比率

６３．０％（県内市平均１２．９％）、

市債残高３０６億３，９１６万４千円

のデータが提示されている。そこで、 

財政健全化を着実に推進するために、

市債発行上限額の設定・遵守あるいは

各決算指数等の「県内市平均数値」を

数値目標にできないのかを問う。 

（２）姶良市の財政状況より対策期間に

おける財政見通し（令和３年度～令和

７年度）が提示されているが、対策期

間延長を視野に入れることはできない

のか。また行政サービスへの質の低下

等懸念されるが、姶良市民・住民への

配慮は行き届くのかを問う。 

 

 高等教育機関の創設について問う。 

（１）高等教育機関の創設は、３０年先・

５０年先の未来の姶良市民・住民から

評価していただけるプロジェクトとし

て、経済効用等も考慮されているのか。

また「デジタル田園都市国家構想」 

「学園都市構想」はあるのか。 

（２）産学官連携の担い手として、地域

共生社会の実現に貢献するのか。併せ

て就学の機会以外に市民・住民（社会

人等）を対象とした質の高い高等教育

を受ける機会を提供することができる

のか。 

（３）高等教育機関設置場所は、最寄り

の駅・バス停（新設含む。）から徒歩で

１５分程以内の距離間であり、地域 

 防災拠点になり得る地域が望ましい。
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３．学校施設整備に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．防災・減災につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

キャンパス有効活用（空地・空間プロ 

デュース）の構想はあるのか。 

（４）高等教育機関を全て新設すると 

広大な敷地が必要になる。そこで新設

施設（本部キャンパス）の敷地（校地）

は市街地再開発事業を行い確保する。

併せて既存施設等の整備改修を行う。

「街なかキャンパス」構想はあるのか。 

（５）附属施設、寄宿舎、駐車場、調整

池、道路（歩道の拡幅）等々環境整備

も想定されるが構想はあるのか。 

 

（１）老朽化した施設（建築後５０年を

経過）の鉄筋コンクリート造の建築 

耐用年数を何年と判断しているのかを

問う。 

（２）老朽化した施設の計画的な整備 

改修について、ユニバーサルデザイン

を検討しているのかを問う。 

（３）特別支援教室設置等の環境整備に

は、避難設備（基準より安全側、柔軟

性）、避難経路確保等含まれているのか

を問う。 

（４）異種構造（石垣とコンクリート 

ブロックの組合せ）の工作物等（塀等）

についても整備改修に含まれているの

かを問う。 

 

（１）「盛土による災害防止に向けた 

総点検について（依頼）」（令和３年８

月１１日付国土交通省総合政策局長等

通知）に基づく盛土の総点検は、姶良

市内何か所で実施されたのか。 

また土地の用途（宅地、農地等）に

かかわらず実施されたのかを問う。 

（２）宅地造成等規制法の一部を改正す

る法律案（通称「盛土規制法」）が成立。
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５．子ども食堂・子

ども宅食について 

 

５月２７日に公布、来年５月末までに

施行される。同法の規制を実効性ある

ものとするには、県との連携はもちろ

んのこと、地域や市の対応部局・警察

の連携が重要になる。本市における 

今後の対応について問う。 

（３）道路、生活道路、里道、公園、 

広場における、沈下・すべりについて、

安全性把握のための調査を行っている

のか。併せて対策工事及び車両通行止

め等の計画があるのかを問う。 

（４）各戸配布された「姶良市総合防災

ハザードマップ」に避難の際の注意事

項として「車は使用せず、徒歩で避難

する」とある。住民への周知また日常

生活のなかでの取組について問う。 

（５）田畑であった土地が開発行為等に

より宅地化され、落ち着くまでに５０

年からの時間がかかると言われてい

る。雨水等の排水経路を含む排水機能

設備の充実が求められる。本市におけ

る冠水被害の予防対策について問う。 

（６）市街地の都市化に伴い、地下水 

（水位）の変化も想定される。本市に

おける液状化被害の予防対策について

問う。 

 

（１）現在、姶良市内に子ども食堂・ 

子ども宅食は何か所あるのか。また 

開所にあたり行政手続きは必要か。 

（２）子ども食堂・子ども宅食の運営 

（管理者、場所、人員、資金繰り、 

食材提供等）は、ボランティア活動を

行っている個人（民間団体）である。

市は実施体制等について支援する考え

はないか。 
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10．新福 愛子 １．ＨＰＶワクチン

のキャッチアップ

接種の取組と水痘

帯状疱疹ワクチン

接種費助成につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．性犯罪・性暴力

の根絶に向けて 

 

 

 

 

３．期日前投票所の

拡充について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重症化や感染症予防に対してワクチン

の重要性が見直され、それぞれが接種の

判断ができる環境整備が求められてい

る。 

（１）積極的勧奨の差控えにより接種 

機会を逃した方に対して令和４年４月

１日から始まったＨＰＶワクチン接種

のキャッチアップ接種の取組について

問う。 

（２）５０歳代から発症率が高くなり、

８０歳までに約３人に１人が発症する

といわれている帯状疱疹の発症が増加

している。ワクチンの予防接種費用の

助成を検討できないか。 

 

 性犯罪・性暴力は、被害者の尊厳を 

著しく踏みにじる行為であり、その心身

に長期にわたり重大な悪影響を及ぼす。

その根絶に向けた本市の取組や被害者 

支援の強化を問う。 

 

 近年、期日前投票の投票率が上がって

いる。投票率の向上のために以下を問う。 

（１）過疎高齢化が急速に進む中、高齢

者等の投票確保や若者への選挙啓発と

投票機会の確保のために、移動式の 

期日前投票所の設置を検討できない

か。 

（２）熊本市をはじめ多くの自治体が 

推進する大型商業施設への期日前投票

所の設置を、本市でも検討できないか。 
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